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分 30 秒を切れなかったが，スズキ GSX-R1000R に乗
り換えてしばらくすると 30 秒を切れるようになり，最
終的に 15 秒台で走れるようになった．

昨年，市販車 1,000 cc をやめて，レース参加を念頭
に 250 cc のレース車両のホンダ CBR250RR に変更し
た．1,000 cc と 250 cc では最高速度が違う．1,000 cc で
は市販車でも 240 ～ 250 km/時くらいをコースで出せ
るが，250 cc では 180 km/時が max となる．250 cc デ
ビューは 2 分 37 秒から始まり 30 秒フラットまできた
ところで，いよいよ今年 7 月末のレースとなった．ス
プリントレースに出る技量はないので耐久レースであ
る．1,000 ccバイクによる鈴鹿8時間耐久レースは有名
であるが，茂木では 250 cc での 7 時間と 3 時間の二つ
の耐久レースが行われており，今回はレース初心者と
して 3 時間耐久レースに参加した．チームは，走行者
が筆者と外科医1名，薬剤師1名の3名，ピットクルー
が 5 名の体制である．チーム名は Fast Racing Team 
Medical，略して FRACTAL とした．車両はホンダ
CBR250RRレース車両である．7時間耐久にはWGP中
級クラス世界チャンピオンであった原田哲也氏も参加
していた．予選は 32 チーム中 17 位，レース結果は 22
位であった．我々のチームは 30 分を 1 スティントとし
て平等に 1 人 2 回ずつ乗ることとしていた．他のチー
ムは乗り換えのロスを考えそれより少ない回数として
いたので，その分だけ我々は順位を落としてしまって
いた．筆者はレースでは第 3 スティントと最終スティ
ントを担当した．最後は渾身の力で走り切り，自分の
ベストラップを更新できた．レースが終了しチェッカー
フラッグが振られると，ピットインまでの周回をマー
シャルが色々な旗を振ってくれている．そんな中をゆっ
くりレースの感動を味わいながら流すのは至極の時間
であった．来年もまた，と思ってしまった．

手術で使うべきアドレナリンをこのように消費する
ことについて考えてみた．最近はアドレナリンが出ま
くるような拡大手術は減り，低侵襲手術が増えている
からであろうか．手術も若手のお相手が増え，退屈し
てしまっているせいであろうか．いずれにしろ，大出
血してアドレナリンが出るよりはずっと平和であるが．

（千田雅之）

48歳で自動二輪免許を取得した．学生であった1980
年代はバイクブームであり，ヤマハRZやスズキGSXR 
250Γなど名車が多かった．学生時代は自動車免許に
付随した原付免許で原付の RZ50 で遊んだりしていた
が，DT50 も乗ってみたいなくらいに思っていたら卒
業となり，二輪とは遠ざかっていた．

50 歳を前にして何か始めたくなり，まず乗馬にトラ
イした．毎月，家から車で 15 分ほどのところにある
乗馬クラブに通った．周りは有閑マダムと小学生ばか
りであった．並歩，速歩を習得して駈歩を始めた頃に
やめた．馬と気が合わないことが多く，嫌気がさした
のである．馬はおとなしいものもいれば，いじわるな
ものもいる．乗馬クラブの馬は乗り手の技量を見てい
じわるする奴もいたのである．

ちょうどその頃，ネットで DT50 が近くの店で 10 数
万円ほどで売られていることに気付き，即買いした．
20 数年ぶりにバイクにまたがると，乗馬以上に楽しい
のである．すぐに自動車学校に通い，自動二輪免許を
取った．最初に買ったのはスズキグラディウス 400 で
あった．バイクに乗ってワインディングを走っている
と脳が喜んでいるのがわかるのである．純粋に楽し
い．例えて言えば，スキーでターンを繰り返して斜面
を降りてくる快感をズーっと疲れずに続けられるとい
う感覚である．

運転に不慣れなうちはツーリング中に大分怖い思い
もしたが，今はサーキットにも通っているので危機回
避能力が上達し，比較的安全に乗れていると思う．筆
者が本拠地としているモビリティリゾートもてぎは
MotoGP も開催する本格的なコースである．ホンダが
西の鈴鹿，東の茂木として運営している．1 回 30 分の
スポーツ走行枠があり，技量に合わせ，1 周 2 分 30 秒
以上を初心者，2 分 30 秒未満 2 分 10 秒以上を中級，2
分 10 秒未満を上級に分類している．当初はなかなか 2
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